
 

 

 

 ５月１５日（火）、１６日（水）の自然の家宿泊研修に向けて準備を進めています。 

 第１回目は昨年までのいろいろな学年の活動風景をスライドで見ながらイメージを膨らませていきました。今

年の内容は長尾山登山、野外炊事、ネイチャーアート（ウッドクラフト）、学年レク大会などを予定しています。 

活動のめあてとして示したのは【楽しく仲良くすごすこと】【協力すること】【自分の役目を果たすこと】の３

つです。以上のめあてを達成しつつ、宿泊研修を自分たちで成功させていくために、各班で話し合いをしました。 

 Ｑ：【自然の家宿泊研修】をみんなで楽しく過ごすためにはどうしたらいい？ 

  ○暴言や暴力を無くす。 ○一人が好き勝手しないようにする。 ○先生の話をしっかり聞く。 

  ○自分で考えて行動する。 ○スムーズに進むように話をしている時はしゃべらない。 

  ○やらないといけないことは、できるだけ早くやる。 ○班で協力し合う。 ○一人を作らない。 

  ○悪口を言わない ○仕事を一人にまかさない。 ○みんなで意見を出し合って協力する。 

  ○自分だけ楽しい班にしない。 ○できるだけ争いにならないようにする。 ○全員で協力する。 

  ○嫌な思いをする人を一人でも減らす。 ○相手の気持ちを考えて決める。 ○自分ばっかり決めない。 

  ○自分の仕事を人に任せない。 ○－（マイナス）なことを言わずに、＋（プラス）なことを言う。 

  ○レクでは、みんなが楽しめる遊びを考える。 ○思い通りにならなくてもおこらない。 

  ○コミュニケーションをとる。 ○一発で話を聞く！ ○みんなが納得するようにする！ 

 第２回目、３回目は様々な役割分担をおこないました。 

 班内では「班長（司会、あいさつ、整列、点呼など）」「健康観察（健康チェック）」「計時（時間にまつわるこ

と全般）」「美化（清掃チェック）」の４つに仕事を分担します。また、班別の仕事として「レク係」や「浴場管

理」「食事配膳」などを分担し、活動をスムーズに進められるようにしていきます。こちらは授業外の時間に少

しずつ集まって準備を進めていきます。すでに「レク係」と「掲示物作成係」は仕事をスタートさせています。 

 また、野外炊事では飯盒炊爨（はんごうすいさん）でカレーライスをつくりますが、こちらも「火おこし」「ご

飯炊き」「カレーつくり」に仕事を分担しました。だれがどの仕事にするかは、事前に配布する“宿泊研修のし

おり”に載せてありますので、またお家でも確認してください。 

 

 木小、井戸小合わせて４０人きっかりでスタートした１年生。教室は相対的に全クラスで一番せまくなり（人

数が多いからね）、日程もバタバタとせわしなく、なかなかじっくり落ち着けませんね。教室を走り回ったり、

物を取り合ったり、だれかにちょっかいを出してみたりと、気になる行動も散見されます。その都度「このまま

では、いかんよ」という話がなされます。いろんな学校のどの１年生を見ていても、『１年間かけて中学生にな

っていく』という印象です。学びの授業に取り組みながら、班活動やクラブ活動での様々な経験を通して、みん

な少しずつ大人になっていくんです。そんな中で、みんなが見せてくれる頑張る姿や、ふとした瞬間のやり取り

が、先生たちの中に大事な宝物のように積もっていきます。 

 「先生、数学、おもしろいな～」「先生、○○ちゃんは～～が辛かったんやと思う。」「先生、給食食べてない

ん？」「先生、私これの係じゃないけど持ってくわ。」「完璧？やったね◎」「理科好きやで～」「先生、これマジ

わからん。教えて。」「静かにしよー！」「これも貴重な経験と思って、頑張ってみるわ…」「このままじゃダメだ

と思うんですよね…」｢先生は、たぶん本当は恐い人（そんなことはないんだよ…）｣「（厳しくするのは先生が

するから、君らは優しくしたって？）うん。分かった。」「（この作者は３０代で亡くなってね…）え！？」「先生、

今日はがんばっとるやろ？」「先生、ちょっと聞いてよ…（なんぼでも聞かせてもらいますよ◎）」 

 まだまだ先は長い。もっともっと、色んなことをやり取りしていきたいな。 

みんなとのやり取りはとても楽しいのです 

しっかり準備し、研修を成功に導こう！ 
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［５月の予定］ 

遅くなりましたが５月の行事予定をお伝えします。半ばには１年生『自然の家宿泊研修』、２年生『職場体験

学習』、３年生『修学旅行』と行事が集中しています。また、末には初めての中間テストが実施されます。生徒

のみなさんにはすでに何度か伝えたとおり、高校入試にも通じていく大切な試験です。しっかり準備して、怠け

ることの無いように取り組みましょう。そのためにも、日ごろの授業を大切にしてくださいね。 

日 曜 行事     

１ 火 木中タイム  17 木  

２ 水 生徒総会（５、６限）   ＳＣ来校  18 金 ＳＳＷ来校 

３ 木 憲法記念日  19 土  

４ 金 みどりの日  20 日  

５ 土 こどもの日  21 月 職員全体研修 

６ 日   22 火  

７ 月   23 水  

８ 火   24 木  

９ 水   25 金  

10 木   26 土  

11 金 新入生歓迎会（５、６限）  27 日  

12 土   28 月 【中間テスト①】 

13 日 修学旅行（３年）  29 火 【中間テスト②】 木中タイム 

14 月   職場体験学習（２年）  30 水 職員会議       ＳＳＷ来校 

15 火     自然の家宿泊研修（１年）  31 木  

16 水      

（ＳＣ：スクールカウンセラー土肥先生）（ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー酒井先生） 

 

 

■保護者のみなさまへ  

連休をまたぎ、行事の多い５月、梅雨の湿気でジメジメと体力を奪われる６月と、心身ともに疲れがたまるシーズンに入っ

ていきます。特に心も体も成長途上の１年生にとっては、はじめての経験が続くということもあり、しんどい時期です。 

 学校ではできる限り授業を受けてほしいと思いますが、不調を訴える際は保健室で休んでもらいます。そのあと授業に戻れ

そうなら戻ってもらいますが、回復しない場合は早退してお家で休養してもらう事となりますので、あしからずご了解ください。 

 またどんな人でも、時としてどうしても心が落ち着かなくなったり、学びや勉強に取り組めない状態になったりすることがありま

す。これはその人の個性や性格に理由があるというよりは、状況次第で誰にでも起こり得るごく一般的な出来事です。そんな

ときは職員の誰かが付き添い、別室で話を聞いたりしながらクールダウンするときがあります。その間の授業が抜けてしまいま

すが、心のコントロールを覚え、より強くしなやかに生きていく力を身につけるためにも、大切な時間だと考えています。授業に

関しては本人の希望に応じて補修を組んだりできることもありますので、その都度ご相談ください。 

 学力は必要です。でも、学力だけでは幸せになれない時代のようです。「１０年後、２０年後の社会を生きるために、この子

たちにとって今一番大切なことは何なのだろう？」と、日々自問しながら教室に上がっていきます。ぜひ、保護者の皆さまのご

意見もお聞かせください。私たち大人の前向きな連携は、必ず子どもたちに有意義な変化をもたらします。保護者の方との

他愛無い雑談が、何かのヒントになることもたくさんあります。今後も機会がありましたら、是非よろしくお願いします。 

 


